
「
裁
判
髻
学
提
綱
』
は
、
片
山
國
嘉
・
江
口
襄
蟇
著
、
秋
南
書
院

蔵
版
で
、
明
治
十
五
年
十
二
月
よ
り
明
治
二
十
一
年
三
月
に
て
全

備
出
版
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
編
二
百
九
十
四
丁
、
後
編

四
百
三
十
五
丁
、
全
二
十
六
章
で
あ
る
。
一
丁
は
一
頁
に
あ
た
り
、

二
十
五
字
詰
十
二
行
（
三
百
字
）
で
あ
る
。

「
精
神
病
論
」
は
、
前
編
十
章
の
中
で
最
後
の
一
章
（
九
十
八
丁
）

を
費
や
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
総
論
は
約
五
分
の
一
で
、

責
任
力
、
自
治
力
、
精
神
病
者
検
査
法
の
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

各
論
は
残
り
五
分
の
四
を
し
め
、
１
先
天
性
痴
呆
及
び
魯
鈍
、
２

先
天
性
聾
唖
、
３
変
質
性
精
神
病
、
４
篭
憂
狂
及
び
鯵
憂
性
妄
想

狂
、
５
癩
狂
及
び
興
奮
性
妄
想
狂
、
６
後
天
性
失
神
、
７
麻
揮
狂

の
七
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
３
変
質
性
精
神
病
は
さ
ら
に
、
嬢
澗

狂
、
歌
私
的
里
狂
、
道
徳
狂
、
意
志
狂
、
定
時
狂
の
五
つ
に
分
け
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「
裁
判
書
學
提
綱
」
に
み
る
「
狂
」
の

用
語
に
つ
い
て

小
曽
戸
明
子

ら
れ
て
い
る
。

狂
の
用
語
は
、
約
二
十
種
で
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
精
神
病
論
の
各

論
の
病
態
分
類
命
名
の
末
尾
に
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
種
類
の
豊

か
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
こ
の
中
で
ド
イ
ツ
語
の
併
記
さ
れ
て
い
る

も
の
は
、
癒
燗
狂
論
の
中
の
小
澗
Ｆ
胃
冨
巴
、
大
澗
の
国
目

巨
竺
、
道
徳
狂
論
の
中
の
思
考
性
魯
鈍
弓
馬
国
尉
目
月
日
ｇ
扇
、

意
志
狂
論
の
中
の
妄
想
を
有
さ
な
い
顔
狂
言
巴
目
凰
扁
号
寄
ざ

あ
る
い
は
偏
狂
三
○
口
○
日
四
口
国
。
鯵
憂
性
妄
想
狂
論
の
中
の
追
跡

妄
想
く
の
風
○
億
匡
眉
の
言
四
言
。
癒
狂
巨
煙
ヨ
①
及
び
興
奮
性
妄
想
狂

論
の
中
の
癩
狂
性
興
奮
症
冨
四
己
國
富
房
ｇ
①
両
〆
昌
禺
ご
ロ
、
躁
狂

目
○
房
月
胃
、
頓
発
性
巨
四
自
国
庁
国
邑
凰
さ
爵
、
興
奮
性
妄
想
狂

言
自
国
厨
房
ｇ
の
言
四
宮
、
大
妄
想
狂
の
ｇ
閉
ｇ
言
四
言
。
後
天

性
失
神
厚
急
Ｏ
３
ｇ
舟
囚
呂
凰
ご
ロ
、
そ
の
論
の
中
の
続
発
錯
迷
狂

艀
目
ａ
①
昂
ぐ
の
司
罠
扁
岸
。
麻
痒
狂
己
自
吊
昌
国
冒
国
一
言
８
の

十
五
ヶ
所
で
あ
っ
た
。

「
狂
」
の
文
字
は
、
の
ち
に
明
治
三
十
年
代
に
病
態
名
か
ら
除
か

れ
、
従
来
「
狂
」
の
字
を
以
て
あ
ら
わ
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
精
神

病
あ
る
い
は
精
神
障
擬
と
い
う
文
字
を
以
て
代
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
が
、
そ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
「
精
神
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病
論
」
の
中
に
は
す
で
に
、
精
神
病
、
神
経
病
、
精
神
障
害
、
精

神
異
常
、
精
神
錯
乱
な
ど
の
用
語
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
と
区
別
さ
れ
差
異
化
さ
れ
る
形
で
「
狂
」
の
用
語
は
鍵
と

な
る
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
外
界
ノ
事
物
ヲ
認
知
シ
自
他
ノ
判
別
ア
レ
ド
モ
其
神
識
ハ
甚

夕
薄
弱
ニ
シ
テ
唯
直
達
ノ
認
知
二
依
テ
得
了
シ
タ
ル
想
像
及
ビ
之

レ
ョ
リ
生
ス
ル
所
ノ
単
一
ナ
ル
判
別
ト
理
會
ト
ヲ
有
ス
ル
ノ
ミ
ナ

リ
此
ノ
如
キ
精
神
状
況
ヲ
名
ツ
ケ
唯
知
覚
的
ノ
想
像
力
ヲ
有
ス
ト

謂
上
思
慮
的
ノ
想
像
力
及
上
判
別
カ
ハ
全
ク
欠
亡
ス
ル
故
二
道
徳

上
及
上
法
律
上
禁
ス
ル
所
ノ
行
為
ヲ
識
得
セ
ス
故
二
利
己
的
ノ
欲

意
ヲ
抑
制
ス
ル
コ
ト
克
ハ
サ
ル
ハ
論
ヲ
待
タ
サ
ル
ナ
リ
」
は
、
「
精

神
病
論
」
の
各
論
の
冒
頭
、
先
天
性
痴
呆
及
び
魯
鈍
を
論
じ
た
中

の
一
節
で
あ
る
。
知
覚
的
想
像
力
か
ら
思
慮
的
想
像
力
（
及
び
判
別

力
）
へ
と
対
比
さ
せ
つ
蚤
行
為
の
あ
り
様
を
説
い
て
い
る
精
綴
さ

に
驚
か
さ
れ
る
。
記
憶
乏
弱
、
想
像
聯
合
（
思
慮
）
、
思
慮
澁
滞
な

ど
の
用
語
へ
と
つ
な
が
り
も
よ
く
こ
な
さ
れ
て
い
る
。

神
識
と
い
う
語
は
、
十
三
ヶ
所
に
見
ら
れ
る
が
、
意
識
と
い
う

語
も
三
ヶ
所
（
願
澗
狂
論
中
二
ヶ
所
、
意
志
狂
論
中
一
ヶ
所
）
に
み
ら

れ
、
区
別
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
あ
る
い
は
単

に
混
同
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
ほ
か
紳
思
（
三
十
一

ヶ
所
）
、
神
色
（
三
ヶ
所
）
、
紳
気
（
八
ヶ
所
）
な
ど
の
用
語
も
あ
り
、

又
失
神
（
二
十
七
ヶ
所
）
は
や
や
広
い
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
た
。

（
都
立
府
中
病
院
〈
非
常
勤
〉
）
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